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●平成28年第4回       定例会開かれる●

　○農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

◎条例の改正・制定

◎その他の議案

○市税条例等の一部改正　
　地方税法、所得税法の一部改正に伴うもの

○国民健康保険税条例の一部改正
　地方税法、所得税法の一部改正に伴うもの

○市農業委員会の選挙による委員の定数及び選挙
　区の設置等に関する条例の全部を改正する
　条例
　　　・農業委員の定数→１９人
　　　・推進委員の定数→１９人

○一般職の任期付職員の採用等に関する条例

○人事院勧告に伴う関係条例の整理条例
　平成２８年８月の人事院勧告に伴うもの

○人権擁護委員候補者の推薦　長屋　八代美　氏

○市道路線の廃止及び認定
　東海環状自動車道（仮称）本巣パーキングエリア建設計画に伴い、関係市道路線を３路線廃止し、
　６路線認定する

○議会規律等検討特別委員会の設置
　政治倫理審査委員会の議会において対応すべきとの答申に基づき、特別委員会を設置するもの

○髙橋勝美議員に対する議員辞職勧告決議・・・否決

２８年度特別会計補正予算

平成２8年 第4回  定例会開かれる
本巣市議会は１１月２２日～１２月１５日、第４回定　　　　　　例会を開き、条例制定２件、条例改正３件、

補正予算２件、市道路線の廃止及び　　　　　　認定等を審議・決定しました。

Q
A

Q
A

臨時福祉給付金（経済対策分）の支給する基準についてお聞きします。

臨時福祉給付金（経済対策分）の支給基準については、住所要件が平成２８年１月１日現在、平成２８年度分の市
民税が課税されていない方です。また扶養されている方が課税されている場合等は対象外となっております。現
在実施している給付金の１人当たり３０００円の事業と条件については同様です。

障がい児通所給付費について、今回どれくらいの補正予算の計上対象者がいるのかお聞きします。

当初予算では、３７名、延べ４７６名分を見込んでいましたが、今回実利用について４７名、延べ６４８名ということ
で補正予算を計上させていただきました。

本会議　Q＆A　　一般会計補正予算（第３号）に対する質疑
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●平成28年第4回       定例会開かれる●

　一般会計については、１億９２６７万円の補正予算（第３号）が可決されました。この結果
今年度の一般会計補正予算の総額は、１７１億７９２４万円になりました。

◎１億９２６７万円の一般会計補正予算決まる。

★主な歳入

★主な歳出

○国の補助金
・臨時福祉給付金等給付事業（事務）費補助金
　国の補正予算、経済対策分に係る新規補助金

・社会資本整備総合交付金
　内示に伴う増加
・防災・安全交付金　
　内示に伴う増加
・学校施設環境改善交付金 　　　　　　　
　内示に伴う増加

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７976万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1569万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・440万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1867万円
（小・中学校施設）

○県の補助金
・清流の国ぎふ推進補助金
　補助採択に係る新規計上
・農地利用集積モデル地域支援事業
　補助採択に係る新規計上
・元気な農業産地構造改革支援事業補助金

・・・・・・・・・・・・・910万円

・・・・・・・・・・・・・200万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30万円

○市　債
・学校教育施設等整備事業債
　補正予算債の新規計上
・合併特例債　
　社会資本整備総合交付金の追加内示に伴う減額

・・・・・・・・・・・・・4610万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△1490万円

○障がい者通所給付費
・障がい児通所施設の利用増に伴う増額
○保育実施委託料
・広域入所児童数の増加に伴う増額
○本巣中学校屋外運動場整備事業
・本巣中学校グラウンド整備の補助採択に伴う
　新規計上　　　

・・・・・・・・・・・・・・・１３８９万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・564万円

・・・・・・・・・・・7574万円

○道路ストック総点検事業
・補助採択に伴う総点検業務委託料の新規計上

・・・・・・・・・・・・・・900万円

平成２8年 第4回  定例会開かれる
本巣市議会は１１月２２日～１２月１５日、第４回定　　　　　　例会を開き、条例制定２件、条例改正３件、

補正予算２件、市道路線の廃止及び　　　　　　認定等を審議・決定しました。
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子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
を
健
全
な

環
境
で
育
て
る
に
は
地
域
、
学
校
、

家
庭
等
が
連
携
し
て
教
育
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
に
対
す
る
教
育
状
況
は

　
正
し
い
知
識
を
も
ち
適
切
な
判
断

　
と
行
動
が
出
来
る
よ
う
に

川
治
・
教
育
長

　

生
徒
の
発
達
に
合
わ
せ
て
小
中
学

校
の
保
健
の
授
業
で
禁
止
薬
物
や
依

存
症
の
怖
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
薬
物
使
用
を
勧
め
ら
れ
た
場
合

の
対
処
法
も
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
席
田
郡
の
今
後
の
学
習
指
導
は

　

ふ
る
さ
と
学
習
と
し
て
学
ん
で
い

　
き
ま
す

　

席
田
郡
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、

歴
史
の
継
承
者
と
し
て
伝
統
を
守
る

と
と
も
に
、
催
馬
楽
「
席
田
」
を
下

級
生
に
伝
え
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

各
学
校
に
お
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
学

習
の
充
実
発
展
に
努
め
ま
す
。

　
小
学
校
の
体
育
の
指
導
取
組
み
は

　
豊
か
で
明
る
い
人
生
を
送
る
た
め

　
健
康
・
体
力
を
身
に
付
け
る

　

実
技
講
習
会
や
教
材
研
究
を
通
し

て
指
導
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
し
て
い

ま
す
。
教
科
担
任
制
や
外
部
指
導
者

の
活
用
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お

幼
児
園
で
も
運
動
好
き
で
運
動
上
手

な
子
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　
　
能
郷
白
山
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
も
有
名
な
能
郷
白
山
が

平
成
30
年
に
開
基
１
３
０
０
年
を
迎

え
ま
す
。

　
記
念
事
業
を
考
え
て
い
ま
す
か

　
観
光
協
会
等
の
計
画
を
支
援
し
ま

　
す

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

市
の
魅
力
的
観
光
資
源
と
し
て
Ｐ

Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
可
能

な
範
囲
で
支
援
し
ま
す
。

　
駐
車
場
や
ト
イ
レ
の
整
備
は

　
関
係
機
関
と
検
討
し
ま
す

　

駐
車
場
や
ト
イ
レ
に
つ
い
て
森
林

管
理
署
と
土
木
事
務
所
と
協
議
し
、

可
能
性
や
具
体
的
な
整
備
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

Q2 Q1A2Q3A3

Q1A1Q2A2

A1 Q

●一般質問●

堀
部
好
秀

QA1 　
　
長
屋
地
内
配
水
管
拡
張
改
良
工

　
　
事
に
お
け
る
談
合
に
関
し
て

　
市
が
知
り
得
る
談
合
の
経
緯
に
つ

　
い
て

　
談
合
が
事
実

石
川
・
副
市
長

　

９
月
27
日
に
入
札
を
行
い
ま
し
た

が
、
談
合
情
報
通
り
の
落
札
業
者
、

落
札
比
率
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
翌

28
日
に
「
本
巣
市
入
札
制
度
運
営
調

査
委
員
会
」
を
開
催
し
、
談
合
の
調

査
に
値
す
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

聞
き
取
り
調
査
に
て
、
入
札
前
に

指
名
業
者
７
社
の
う
ち
６
社
が
会
合

を
開
き
、
そ
の
中
で
本
工
事
の
落
札

者
を
決
定
し
て
い
た
と
い
う
不
正
事

実
が
確
認
さ
れ
、
同
調
査
委
員
会
に

お
い
て
談
合
の
事
実
が
あ
っ
た
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
。

　
差
が
あ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が

　

調
査
委
員
会
で
談
合
の
事
実
を
確

認
し
た
中
で
、
正
直
に
談
合
を
認
め

た
業
者
と
反
省
も
無
く
認
め
て
い
な

い
業
者
が
、
共
に
4
ヶ
月
の
入
札
参

加
資
格
停
止
と
い
う
同
じ
処
分
で
は

な
く
、
差
が
あ
る
べ
き
と
思
い
ま
す

が
。

　
同
様
の
不
正
行
為

　

各
指
名
業
者
に
対
す
る
聞
き
取
り

調
査
の
結
果
か
ら
、
特
定
の
業
者
が

入
札
に
関
し
て
強
要
し
た
と
い
う
こ

と
は
確
認
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

集
ま
っ
た
6
社
と
も
同
様
な
不
正
行

為
を
行
っ
た
と
判
断
し
、
同
期
間
の

資
格
停
止
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て

　
談
合
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

　

今
後
は
、
適
正
な
入
札
が
執
行
さ

れ
る
よ
う
指
導
し
、
落
札
率
が
一
定

の
率
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
工
事
内

訳
書
の
提
出
や
事
情
聴
取
を
行
う
な

ど
の
、
高
落
札
率
調
査
制
度
の
導
入

を
検
討
し
て
い
く
ほ
か
、
談
合
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
な
ど
、
談

合
や
不
正
行
為
の
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

＊
「
糸
貫
川
に
架
か
る
市
道
１
１
０

9
号
線
大
溝
橋
架
け
替
え
工
事
に
つ

い
て
」
も
質
問
し
ま
し
た
。

Q1Q2

A2Q3A3

鍔
本
規
之

Q
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Q1A1Q1A1Q2A2 Q2A2Q3A3Q4A4

Q

QQQ
A5

　
　

小
水
力
発
電
と
地
域
振
興

　

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
域

資
源
を
活
用
す
る
、
地
域
振
興
と
活

性
化
に
有
効
な
事
業
で
す
。

　

小
水
力
発
電
活
用
の
地
域
振
興
は

　

地
域
自
立
へ
の
重
要
な
事
例
と
し

　

て
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

国
や
県
及
び
本
市
の
助
成
制
度
は

　

国
・
県
に
は
制
度
が
あ
り
ま
す

　

売
電
収
入
を
地
域
振
興
と
し
多
様

　

な
団
体
を
対
象
に
し
た
支
援
は

　

決
断
団
体
へ
は
支
援
を
考
え
ま
す

　
　

野
菜
高
騰
で
給
食
へ
の
影
響

　

野
菜
価
格
高
騰
の
影
響
は

　

影
響
が
あ
り
、
食
材
や
数
量
の
変

　

更
で
献
立
を
工
夫
し
て
い
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

地
産
地
消
の
推
進
と
そ
の
支
障
は

　

県
平
均
よ
り
割
合
は
高
い
が
食
材

　

の
変
更
で
対
応
し
て
い
ま
す

　

今
後
緊
急
時
の
対
応
方
針
は

　

予
算
内
で
の
提
供
へ
食
材
の
安
定

　

受
給
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す

　
　

政
治
と
選
挙
へ
の
関
心
度
向
上

　

投
票
率
低
下
や
政
治
へ
の
無
関
心

は
、
行
政
運
営
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

18
才
選
挙
権
へ
の
対
応
は

　

好
機
と
捉
え
主
権
者
教
育
と
啓
発

　

活
動
を
実
施
し
ま
す岡

崎
・
総
務
部
長

　

参
院
選
挙
投
票
率
結
果
の
見
解
は

　

世
論
的
関
心
が
新
有
権
者
と
家
族

　

に
影
響
し
向
上
し
た
と
考
え
ま
す

　

投
票
率
向
上
へ
の
課
題
は

　

若
年
か
ら
の
主
権
者
教
育
が
大
切

　

一
同
に
比
較
で
き
る
選
挙
公
報
は

　

選
挙
人
へ
の
情
報
提
供
の
役
割
は

　

高
い
が
課
題
も
多
く
検
討
し
ま
す

　
　

国
の
補
正
予
算
と
新
年
度
予
算

　

国
の
第
２
次
補
正
予
算
の
関
連
は

　

市
は
総
額
１
億
２
千
万
円
程
で
す

藤
原
・
市
長

　

東
海
環
状
で
は
県
内
に
45
億
円
程

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
「
織

部
の
里
も
と
す
」
改
修
事
業
に
１
億

５
千
万
円
程
の
交
付
申
請
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
方
針
と
重
点
施
策
は

　

11
項
目
の
施
策
点
検
で
新
た
な
施

　

策
や
拡
充
・
強
化
を
検
討
し
ま
す

Q1A1Q1A1Q2A2Q3A3 Q2A2Q3A3 QQ

　
　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
所

　
　

運
営
に
つ
い
て

　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備

　

さ
れ
て
い
ま
す
か

　

平
成
24
年
７
月
に
「
本
巣
市
避
難

　

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
整
備

岡
崎
・
総
務
部
長

　

迅
速
か
つ
的
確
な
避
難
所
開
設
及

び
運
営
が
行
な
え
る
よ
う
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

避
難
所
関
係
職
員
以
外
の
人
で
も

　

わ
か
り
や
す
い
手
引
き
で
す
か

　

基
本
的
な
手
順
、
様
式
等
を
添
付

　

し
直
ち
に
活
用
で
き
ま
す

　

「
迅
速
な
避
難
所
立
ち
上
げ
の
た

め
行
政
職
員
、
施
設
等
職
員
、
地
域

の
自
主
防
災
組
織
と
が
互
い
に
自
覚

し
て
お
く
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
の
流

　

れ
は

　

避
難
者
に
よ
る
避
難
所
運
営
委
員

　

会
を
立
ち
上
げ
運
営
組
織
主
導
へ

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
避
難
所
設

　

営
の
訓
練
の
実
施
は

　

市
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
毎
年

　

実
施
し
て
い
ま
す

　

「
避
難
所
支
援
班
」
の
組
織
化
と

　

行
動
は

　

自
主
防
災
組
織
中
心
に
行
政
と
連

　

携
し
た
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る

　
　

被
災
者
台
帳
被
災
者
支
援
シ
ス

　
　

テ
ム
の
導
入
・
運
用
は

　
　

担
当
者
の
習
熟
度
の
向
上
等
を

　
　

図
り
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す

岡
崎
・
総
務
部
長

　
　

思
春
期
の
子
育
て
冊
子
を

　
　

冊
子
を
参
考
に
子
ど
も
へ
の
か

　
　

か
わ
り
方
等
方
法
を
検
討
す
る

川
治
・
教
育
長

　
　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

結
婚
す
る
若
者
が
減
少
傾
向
で
、

男
女
の
結
婚
に
対
す
る
価
値
観
の
違

い
や
、
出
会
い
の
場
が
少
な
い
こ
と

が
背
景
に
あ
り
ま
す
が
、
経
済
的
な

理
由
で
踏
み
出
せ
な
い
若
者
も
多
い

こ
と
か
ら
支
援
が
出
来
な
い
で
す
か
。

　
　

平
成
29
年
度
に
実
施
で
き
る
よ

　
　

う
要
綱
等
の
整
備
を
進
め
ま
す

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

Q1A1Q2A2Q3A3Q4Q5 A4

●一般質問●
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黒
田
芳
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）
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市
の
出
生
率
と
婚
活
サ
ポ
ー
ト

　
　

に
つ
い
て

　

政
府
が
公
表
し
た
合
計
特
殊
出
生

率
（
一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産

む
子
ど
も
の
数
）
は
「
希
望
出
生
率

1.8
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は

産
み
・
育
て
や
す
い
街
、
子
育
て
環

境
と
と
も
に
雇
用
の
場
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
未
婚
率
の
上
昇
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
」

へ
交
付
金
を
倍
増
支
給
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
の
出
生
率
の
上
昇
の
対
策
は

　

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
生
・
子
育

　

て
支
援
に
取
り
組
み
ま
す藤

原
・
市
長

　

出
生
率
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
に
は
、

希
望
す
る
時
期
に
結
婚
が
で
き
、
出

産
や
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
・
精

神
的
負
担
の
軽
減
が
必
要
で
あ
り
、

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　

参
加
し
や
す
い
環
境
を大

野
・
企
画
部
長

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
交
流
の
場

や
機
会
を
増
や
す
取
り
組
み
を
検
討

し
ま
す
。

　
　

住
宅
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

　
　

及
び
市
内
中
学
校
に
防
災
部
の

　
　

創
設
に
つ
い
て

　

内
閣
府
は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
、
地

震
時
に
一
定
以
上
の
揺
れ
を
感
知
し

自
動
的
に
通
電
を
遮
断
す
る
器
具
の

取
り
付
け
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
に
つ
い
て

　

自
主
防
災
活
性
化
補
助
事
業
で
設

　

置
費
用
の
助
成
を
対
応岡

崎
・
総
務
部
長

　

防
災
部
の
設
置
に
つ
い
て

　

中
学
生
が
積
極
的
に
防
災
活
動
を

行
い
「
自
分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
意
識
や
思
い
や
り
の
心
を

育
て
て
は
。

　

防
災
教
育
の
充
実
で
地
域
の
防
災

　

リ
ー
ダ
ー
に
育
て
ま
す川

治
・
教
育
長

　

防
災
訓
練
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

Q1A1Q2A2Q3A3

Q

　
　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
駆
除
事
業
に

　
　

つ
い
て

　

今
年
の
異
常
発
生
は
酷
い
も
の
で

来
年
の
発
生
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
対
策
は

　

駆
除
方
法
や
人
員
・
日
数
を
検
討

　

し
被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

今
年
は
異
常
発
生
し
駆
除
実
績
は

例
年
の
2
倍
で
し
た
。
厳
冬
期
の

ロ
ー
タ
リ
ー
耕
を
推
進
し
、
駆
除
方

法
等
を
検
討
し
被
害
の
軽
減
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

田
植
前
後
の
３
週
間
位
に
駆
除
対

　

策
を
し
な
か
っ
た
の
は

　

想
定
よ
り
早
く
発
生
し
て
し
ま
い

　

ま
し
た

　

急
激
な
気
温
上
昇
に
よ
り
想
定
よ

り
早
く
発
生
し
た
た
め
、
６
月
に
駆

除
対
策
が
行
え
ず
対
応
が
遅
れ
ま
し

た
。

　

水
路
毎
に
捕
獲
頭
数
の
報
告
を
求

　

め
る
の
は
な
ぜ
か

　

重
量
で
の
確
認
を
検
討
し
ま
す　

　

現
在
は
水
路
毎
の
被
害
調
査
を
頭

数
で
確
認
判
断
し
て
い
ま
す
が
、
本

来
の
駆
除
作
業
に
つ
な
が
れ
ば
い
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
来
年
度

以
降
は
重
量
に
よ
る
確
認
を
考
え
ま

す
。

　

 

市
道
改
良
工
事
に
伴
う
埋
め
戻

　
　

し
方
法
は

　
　

岐
阜
県
建
設
工
事
仕
様
書
に
基

　
　

づ
き
施
行
し
て
い
ま
す

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　
　

上
下
水
道
管
埋
設
工
事
に
つ
い

　
　

て

　

埋
め
戻
し
方
法
は

　

岐
阜
県
建
設
工
事
共
通
仕
様
書
に

　

基
づ
き
施
行
し
て
い
ま
す

三
浦
・
上
下
水
道
部
長

　

復
旧
は
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
を
す

　

べ
き
と
考
え
ま
す
が

　

道
路
管
理
者
で
あ
る
建
設
課
と
協

　

議
し
対
応
し
て
い
ま
す

　

今
年
度
か
ら
４
ｍ
以
下
の
道
路
は

全
面
を
、
２
車
線
道
路
は
半
面
を
復

旧
す
る
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q1A1Q2A2

安
藤
重
夫

●一般質問●
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Q1A1Q2A2

髙
橋
勝
美

防 災

A
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管
理
職
へ
の
女
性
の
登
用
は

　

「
女
性
活
躍
推
進
法
」
に
基
づ
き

市
も
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。

　

本
巣
市
の
女
性
管
理
職
の
登
用
と

　

近
隣
市
の
現
状
は

　

市
の
管
理
職
と
し
て
は
22.
2
％

大
野
・
企
画
部
長

　

幼
児
園
長
が
管
理
職
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
一
般
行
政
職
の
比
較
で
は

大
概
の
市
は
率
が
下
が
っ
て
る
状
況
。

　

職
場
に
よ
っ
て
は
女
性
の
方
が
向

　

い
て
い
る
と
考
え
る
が

　

分
野
に
お
い
て
は
き
め
細
や
か
な

　

市
民
目
線
の
行
政
運
営
が
可
能

藤
原
・
市
長

　

男
性
職
員
も
含
め
、
適
性
を
活
用

で
き
る
人
員
配
置
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
の
育
成
等
の
方
針
は

　

特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
基
づ
き

　

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す

　
　

市
南
部
の
商
業
施
設
の
安
全
を

　

休
止
状
態
の
施
設
は
要
注
意
と
、

心
配
す
る
市
民
か
ら
の
声
が
あ
る
が
。

　

現
状
の
把
握
は

　

営
業
休
止
状
態
で
補
修
も
さ
れ
ず  

　

容
易
に
侵
入
で
き
る
状
況
で
す

岡
崎
・
総
務
部
長

　

市
と
し
て
で
き
る
安
全
対
策
は

　

地
域
の
治
安
維
持
に
警
察
と
一
体

　

と
な
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

市
長
の
思
い
は

　

再
開
発
が
進
む
こ
と
が
解
決
と
期

　

待
し
て
い
ま
す

藤
原
・
市
長

　

個
人
の
所
有
者
が
い
る
限
り
、
関

係
機
関
や
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
犯
罪

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

高
齢
者
の
運
転
軽
減
社
会
を

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
啓

発
な
ど
の
機
会
が
必
要
で
は
。

　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
割
合
は

　

市
内
の
65
歳
以
上
の
免
許
保
有
者

　

数
6
４
７
１
名
で
26.
4
％

岡
崎
・
総
務
部
長

　

高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
は

　

高
齢
者
の
交
通
安
全
教
室
を
開
催

　

改
正
道
路
交
通
法
及
び
運
転
免
許

証
自
主
返
納
制
度
に
つ
い
て
の
啓

発
・
事
故
防
止
活
動
に
努
め
ま
す
。

Q1A1Q1A1 Q2A2Q3A3 Q

Q

　
　

人
口
減
少
を
緩
和
す
る
方
策

　

北
部
地
域
に
対
す
る
施
策
は
重
要

だ
が
、
南
部
地
域
を
さ
ら
に
活
性
化

し
、
魅
力
あ
る
地
域
に
す
る
必
要
は
。

　

樽
見
鉄
道
の
高
架
と
岐
阜
関
ヶ
原

　

の
完
全
四
車
線
化
の
進
捗
状
況
は

　

早
期
供
用
に
向
け
県
と
協
力
し
円

　

滑
な
事
業
推
進
に
努
め
ま
す

藤
原
・
市
長

　

新
た
な
工
業
団
地
の
見
通
し
は

　

３
月
末
ま
で
に
用
地
を
選
定
し
企

　

業
の
誘
致
に
努
め
ま
す

　

真
桑
・
弾
正
幼
児
園
の
新
園
舎
の

　

完
成
年
度
は

　

真
桑
幼
児
園
は
31
年
度
末
の
完
成
、

　

弾
正
幼
児
園
は
33
年
度
末
の
完
成

　

を
目
指
し
ま
す

　

本
巣
消
防
西
分
署
の
東
の
市
道
を

　

国
道
３
０
３
号
に
繋
ぐ
計
画
は

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

概
略
設
計
を
行
い
関
係
自
治
会
長

　

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
ま
す

　

都
市
ガ
ス
の
埋
設
工
事
が
進
ん
で

　

い
ま
す
が

　

企
業
側
が
営
業
活
動
し
て
い
ま
す

　

利
用
が
で
き
な
い
地
域
も
可
能
に

な
り
ま
す
が
、
中
圧
か
ら
低
圧
に
変

換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
年
40

件
程
の
新
規
加
入
が
あ
り
ま
す
。

　
　

新
年
度
の
予
算
編
成
の
方
針
は

　
　

経
常
経
費
の
削
減
と
コ
ス
ト
の

　
　

適
正
化
を

藤
原
・
市
長

　

徹
底
し
た
経
常
経
費
の
削
減
を
図

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
ま
し
た
改
善
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
、
成
果
と
コ
ス
ト
の
適

正
化
を
図
り
、
市
政
推
進
の
基
本
で

あ
る
、
11
項
目
に
つ
い
て
更
な
る
整

理
・
点
検
を
行
い
、
新
た
な
施
策
や

拡
充
・
強
化
の
た
め
の
予
算
措
置
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q1A1Q4A4Q5A5

Q2 Q1 A2A2 Q2A3 Q3A1

Q2Q3 A2A3

A

若
原
敏
郎

（
市
政
自
民
ク
ラ
ブ
）

大
西
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郎

（
市
政
自
民
ク
ラ
ブ
）
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耐
震
改
修
の
促
進
に
つ
い
て

　

耐
震
改
修
の
実
績
と
今
後
の
計
画  

　

は

　

耐
震
化
率
は
75
％青

木
・
産
業
建
設
部
長

　

新
耐
震
基
準
建
築
物
と
耐
震
補
強

工
事
済
み
住
宅
は
８
３
６
０
戸
で
す
。

平
成
32
年
ま
で
に
95
％
の
目
標
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
以
前
へ
の
対
応
は

　

新
基
準
で
も
、
熊
本
地
震
の
教
訓

と
し
て
12
年
以
前
の
建
築
物
に
つ
い

て
の
対
応
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
へ
の
啓
発
、
相
談
体
制
、
耐
震

診
断
な
ど
、
新
た
な
対
応
は
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
で
相
談
会
を
開
催

　

織
部
祭
り
で
無
料
相
談
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
他
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
、
建
築
士

事
務
所
協
会
に
協
力
要
請
し
ま
す
。

　

他
市
町
の
動
向
も
確
認
し
な
が
ら
、

補
助
金
な
ど
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

就
学
援
助
費
の
支
払
い
時
期
、

　
　

特
に
入
学
時
の
対
応
は

　

入
学
準
備
な
ど
、
年
度
当
初
に
援

助
が
必
要
な
の
に
、
実
際
の
支
給
は

２
〜
３
月
後
。
文
科
省
は
「
必
要
と

す
る
時
期
に
速
や
か
に
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ

と
」
と
の
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
入
学
時
の
対
応
の
改
善
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
　

入
学
準
備
金
の
支
払
い
は
速
や

　
　

か
に
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す

溝
口
・
教
委
事
務
局
長

川
治
・
教
育
長

　
　

文
化
ホ
ー
ル
事
業
は
ル
ー
ル
に

　
　

の
っ
と
っ
て
実
施
を

　

市
民
文
化
ホ
ー
ル
運
営
協
議
会
で

検
討
し
て
事
業
計
画
を
立
て
る
と
い

う
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
事
業
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
は
、
運
営
協
議
会
の

存
在
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教
委
の
見
解
は
。

　
　

運
協
の
事
業
計
画
に
基
づ
い
て

　
　

事
業
を
実
施
し
ま
す

溝
口
・
教
委
事
務
局
長

＊
「
国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
に

つ
い
て
」
も
質
問
し
ま
し
た

Q1A1Q2A2

●一般質問●

日
　
時

場
　
所

会
　
議
　
名
　
等

10
月
31
日（
月
）

本
庁
舎

全
員
協
議
会

11
月
2
日（
水
）

美
濃
市
文
化
会
館

中
濃
十
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

11
月
4
日（
金
）

本
庁
舎

本
巣
市
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式

11
月
15
日（
火
）

本
庁
舎

11
月
17
日（
木
）

本
庁
舎

本
庁
舎

12
月
12
日（
月
）

糸
貫
分
庁
舎

12
月
13
日（
火
）

本
庁
舎

12
月
14
日（
水
）

本
庁
舎

12
月
1
日（
木
）

12
月
15
日（
木
）

本
庁
舎

12
月
21
日（
水
）

本
庁
舎

12
月
22
日（
木
）

本
庁
舎

1
月
6
日（
金
）

本
庁
舎

1
月
12
日（
木
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

地
方
創
生
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

11
月
21
日（
月
）

本
庁
舎

11
月
22
日（
火
）

本
庁
舎

11
月
25
日（
金
）

本
庁
舎

11
月
29
日（
火
）

本
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
開
会
）

全
員
協
議
会

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

議
会
規
律
等
検
討
特
別
委
員
会

本
庁
舎

12
月
5
日（
月
）

本
庁
舎

12
月
6
日（
火
）

本
庁
舎

12
月
8
日（
木
）

本
庁
舎

12
月
9
日（
金
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

総
務
企
画
委
員
会

議
会
規
律
等
検
討
特
別
委
員
会

真
正
分
庁
舎

文
教
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

議
会
規
律
等
検
討
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
規
律
等
検
討
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
員
活
動
日
誌

鵜
飼
静
雄

（
日
本
共
産
党
）

Q AA

▲席田小学校入学式の様子
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●委員会活動●

１．本巣市一般職の任期付職員の採用等に関する条例

審査付託案件 ※審査の結果、全員賛成となった案件

１．

本巣市国民健康保険税条例の一部改正

審査付託案件 ※審査の結果、全員賛成となった案件

１．

１．

弾正小学校屋内運動場の増築について

報告案件

１．本巣市税条例の一部改正

審査付託案件 ※審査の結果、賛成多数となった案件

文教福祉委員会協議会　１２月９日（金）

文教福祉委員会　１２月９日（金）

総務企画委員会　12月8日（木）
～委員会活動～

主な質疑の内容
・ 条例制定の必要性について　
・ 定期採用職員への影響について

主な質疑の内容
・ 改正文中の「配当所得等」の「等」に該当するものについて

主な質疑の内容
・ 建物の構造体における耐震計算と耐震度調査の
  具体的な方法について
・ 耐用年数の保障年限等の表示について
・ 避難所となっていることに伴う洪水時の影響について

主な質疑の内容
・ 延滞金の控除期間について
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●委員会活動●

●審議結果および各議員の表決●

◆3月1日（予定） 定例会 詳細確定後ホームページに掲載します。傍聴におでかけください。

議会開会のお知らせ
本巣市公式

マスコットキャラクター

もとまる

傍 聴 に来てね！

道

本巣市税条例等の一部を改正する条例について議案第62号

本巣市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に
ついて議案第65号

本巣市農業委員会の選挙による委員の定数及び選挙区の
設置等に関する条例の全部を改正する条例について議案第66号

土地の取得について（席田北部公園用地）議案第70号

議会規律等検討特別委員会の設置について発議第３号

髙橋勝美議員に対する議員辞職勧告決議について発議第４号

平　成　２８　年　第　4　回　定　例　会

市
長
提
出
議
案

議
員
提
案

人権擁護委員候補者の推薦について報告第61号

議案第63号

議案第64号

市道路線の廃止及び認定について

本巣市一般職の任期付職員の採用等に関する
条例について

平成２８年度本巣市一般会計補正予算（第３号）に
ついて

人事院勧告に伴う関係条例の整理に関する条例に
ついて

平成２８年度本巣市農業集落排水事業特別会計補正
予算（第２号）について

議案第67号

議案第68号

議案第69号

平　成　２８　年　第　４　回　定　例　会　（全会一致で可決された議案）

可決

可決

可決

可決

可決

否決

産業建設委員会１２月１２日（月）

１．

2．

本巣市農業委員会の選挙による委員の定数及び選挙区の
設置等に関する条例の全部改正
市道路線の廃止及び認定について

審査付託案件 ※審査の結果全員賛成となった案件

１．本巣市北部地域観光等施設の指定管理について

報告案件

産業建設委員会協議会１２月１２日（月）

市　長　提　出　議　案

市　長　提　出　議　案

主な質疑の内容
・ 本巣パーキングエリアの整備内容について

主な質疑の内容
・ 指定管理公募による施設運営計画について

▲本巣PAの建設現場で担当者より
説明を受ける
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●特集①●

　糸貫川は、根尾川の支流として本巣市山口地区から本巣市
南部の中心を流れ、北方町、瑞穂市を経て長良川に至る一級河
川です。本巣市山口から上保地区までは「席田用水」でもあり
ます。昔はかなり大きな川であり、多くの鶴が飛来する川とし
て知られていました。そのことは、枕草子・万葉集にも「いつぬ
き川」として登場するほどに歴史のある河川でした。
  １５３０年（享禄３年）の大洪水により、根尾川の本流が糸貫川
から藪川（現在の根尾川）に移ったことにより川幅が狭くなり、
その後廃川敷が開発されて現在の河川となりました。
　糸貫川流域発展会では、平成２６年度の合併１０周年記念事業
補助を受け、市民提案型事業として「糸貫川Re☆Bornプロ
ジェクト」と題し、歴史ある糸貫川を市内外の憩いの場として
再生できる企画に取り組んできました。
　昨年・一昨年度は、糸貫川にコスモスの花を咲かせた憩いの
場となるよう糸貫中学校生徒らと取り組んだほか、電飾による
ライトアップも行いました。その後、事業が一過性ではなく継続的な取り組みとなるよう見直しを検討
していた折に、以前、高橋一さん（現本巣市連合自治会長）が奈良県の滝谷花しょうぶ園で花菖蒲に希
少品種である「糸貫川」という品種があることを発見し、メンバーに伝えていたことから、「菖蒲『糸貫
川』を守り育てよう。」「そのことで、糸貫川への愛着を広める取り組みとならないか。」と、今年度の活
動となりました。

　８月に滝谷花しょうぶ園から講師を招き、糸貫中学校生徒らと菖
蒲の育て方の講習を受けた後に、糸貫中学校の花壇に苗入れ会を
行いました。希少品種である「糸貫川」は、５株しか手に入りません
でしたが、その他の花菖蒲も多数苗入れを行いました。その後の
育成は難しく、菖蒲の株分までには３年かかるとも言われていま
す。来年への課題はありますが、今後とも粘り強くこの活動に取り
組んでいきたいと思います。

糸貫川流域発展会代表　加納健次

糸貫川Re☆Born
プロジェクト



▲復元模型

●特集②●

古生代を感じる
～シカマイア～

　急斜面の杉の山をはいのぼって１０分ほどのところに

目印の大岩を発見。そこから谷川に下りて数m行った

ところに黒い岩盤がありました。その岩盤のあちらこ

ちらに、あやめの葉状の白い文様が浮き出ていまし

た。これが、シカマイア、学名シカマイア・アカサカエン

シスです。

　この学名は古代生物学者の鹿間博士にちなみ、また

大垣市赤坂の金生山で初めて発見されたことから付けられました。シカマイアは巨大な二枚貝で、

最長２mを越えるものもあり、史上最大の二枚貝とも言われますが、温かい海に生息していました。

もっとも繁栄したのは古生代ペルム紀、およそ２億9千万年前のことと言われています。

　日本列島は４つのプレートの上にあり、太平洋プレートが沈み込む時に、その一部が削り取られ、列

島に付け加えられることがあります。根尾下大須の舟伏山もその一部と考えられています。

　本巣市には幅４０m、高さ８０mに渡って岩盤一面にシカマイアが露出しているところがあり、市の文

化財に地域指定されています。この巨大な岩盤が温かい海に生存した生物を閉じ込めており、またす

ぐ近くからは海底火山の溶岩によってできたと考えられる菊花石も産出します。その壮大な時の流

れを思うとこの地は、いかにも大地の不思議を体感できる神秘的な場所に感じます。

　　それが近年の大雨による洪水や土砂崩れなどによって、残念な

がら一部が流されてしまいました。今は、本巣市文化財保護巡視

員の乾信氏が保護活動に取り組んでみえます。貴重な本巣市

の宝の山として、未来の子供たちに大切に守り残していか

なくてはなりません。

市民の皆様より、表紙の写真を募集します。詳細については議会事務局までお問い合わせください。TEL0581-34-5027 12

＊

＊ ＊

＊
◎堀部好秀　○髙田文一　村瀬明義　舩渡洋子　江崎達己議会だより編集特別委員会
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